












に、信光の子長俊の直談に基づくという大永四年（一五二四）の識語を持つ「能本作者注文」 （以下「注文」 ）がある。以前、 「注文」筆録者の吉田蔵人兼将と所望者の安東典厩について調査し、識語の内容の信憑性を論じたこ がある
（注１）
。その折、 「注文」における
曲名 配列が 光作の散佚曲・存疑曲を考える手助けになるのではないかという見通しを述べた。すなわち、 「注文」に載る信光作品 、以下の全三十一曲（表記は寛文元年加藤盤斎序刊『諷増抄』に拠り 現在通行 曲名 括弧内に記した）　　
 はえん（巴園） ・施世太子（太施太子） ・保貞・ひかみ（氷上） ・玉の井（玉井） ・大虵（大蛇） ・救世の戸（九世戸） 胡蝶・吉野天人・村山・三井寺前司（三井寺禅師？） ・遊行柳・船弁慶・盛長・惟茂（紅葉狩） ・羅生門・愛宕（愛宕空也） 皇帝・張良・城 太郎（城太郎 らうとしや（労度差 高祖・















地で亡くなった者の霊魂が重ね合わされている 考えれば 都を追われた義経一行が先に都を追われた知盛 霊に遭遇する趣向〈船弁慶〉が次に配置されるのも頷けよう。 「注文」の配列は、辺土の柳の精を済度する〈遊行柳〉から、辺土で滅んだ怨み 晴らすべく現れた知盛の霊を調伏する義経一行を描いた〈船弁慶〉へと連想する享受者の意識の表れであろう。　〈紅葉狩〉とそれに続く〈羅生門〉は武将の鬼退治物である。とすれば、 〈盛長〉は武将と異類の戦いを主題とする能と推測で
きよう。また、 〈船弁慶〉は前シテ静、後シテ知盛の霊という二場物で、前場に美女の中ノ舞、後場に幽霊の舞働という趣向を持つ。 〈紅葉狩〉も前シテ美女、後シテ鬼という二場物で、前場に美女の中ノ舞、後場に鬼の舞働という点が共通する。この二曲に挟まれた〈盛長〉も、前シテ美女、後シテ異類の二場物で、美女の舞と異類の舞働が眼目の能ではなかろうか。そのような内容で「盛長」という名称に相応しい人物と言えば、 『太平記』に登場する大森彦七盛長が想起されよう。　『太平記』巻第二十三「大森彦七事」は、湊川合戦で楠正成を自死に追いやった勲功で恩賞を得た伊予国の大森彦七 一族が喜びの猿楽・遊宴を催そうとし 時、会場に向かう彦七の前に美女が現れ、誘惑に負けた彦七が美女を背負ったところ、 はやがて化生の物と変じて彦七と格闘して消えた。その後、楠正成を筆頭に保元・平治、治承・養和、元弘・建武に逆賊となった武将達が後醍醐帝に従って異形の姿で現れ、尊氏打倒 ために彦七持つ刀を要求し、彦七が拒否すると、様々な異変が彦七の周辺で繰り返されたという内容で、当該説話は江戸時代には舞踊化され、また画題としても定着していた。在地の伝承説話も多く残されているようだが、 『太平記』を遡ることはなさそうである。明治以後も、楠正成称揚の機運の中で彦七物語は享受 れ続けて歌舞伎化されるに至った。能でも楠公物 江戸時代以降に排出するが、大森彦七の登場する現存曲で、室町期に成立した可能性 ある曲としては〈大森彦七〉 〈大森楠〉 〈花宴〉に絞ら る。
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楠公叢書第三輯翻刻本などがある。また、 田中氏は江崎本『語集』（神戸女子大学古典芸能研究センター蔵）に二種の同名謡物（曲名は彦七）があることを紹介され が、これを別曲の部分謡と考えておられる。　〈大森楠〉 の梗概は、 楠正成の家臣 （ツレ） が北の方 （ツレ） を伴って湊川を訪れ、そこに住む僧（ワキ）に身の上を明かすと 僧は自分が大森彦七だと名乗り、正成の亡霊に苦しめられて出家して菩提を弔っているの 語る（以上、前場） 。皆で仏事を営むところに正成の亡霊（シテ）が登場し、湊川合戦の様子を語って消える（以上、後場）というもので、彦七の物語は『太平記』を典拠としているものの、僧ワキ 夢幻能の形式を取っている。別名

























































































































傍線部の表現は、 『曲海』所収〈盛長〉と通じるように思われる特に「憂き身の果てぞ悲しき」という義経の悲嘆は、 〈摂待〉ように落魄の義経にふさわしく、嗣信最期の直後の述懐とすれば型通りの詠嘆と言わざるを得ない。そもそも八島語り 芸能については先学に多くの論考があり、 『平家物語』諸本とは異なる広がりも見せている
（注５）
。能においても、 世阿弥作 〈八島〉 をはじめ、 〈熊




る 「盛長」 とは誰であろうか。 『平家物語』 に登場する盛長といえば、重衡生捕の場面で、馬を失った重衡を置き去って駆け去った郎党の後藤兵衛盛長が想起される。その盛長が八島合戦で嗣信の死を契機として何らかの思いを述べ いう内容の能が った可能性もないではないが、少なくとも『平家物語』諸本においても該当する内容は見当たらず また、 『曲海』所収〈 〉の内容から考えても、該曲は義経主従の詠嘆を主題とする能に違いなく、後藤盛長が曲名に採用されるような役柄 担う要素は皆無のようだ。他に、頼朝側近の安達藤九郎盛長もいる 、やはり彼が義経と絡みで登場する可能性は低かろう。となると 八島語 で登場するはずのない人物の名を曲名とする『曲海』所収〈盛長〉は、その内容を想定すること 不可能 作品ということに ろう。表章氏によれば、 『曲海』は江戸初期の写本ながら室町期 謡物の実態を推測できる貴重な資料である
（注６）
。しかし、先の引用でも文意の
通らない箇所があり、書承段階 生じた脱落や誤写 相当あではなかろうか。その資料性については検討 余地があると現時点では考えておきたい。　
以上のことから、 『曲海』所収〈盛長〉の内容は曲名と齟齬し






















































































































前二つはほぼ同文で、 『太平記』巻第二十三「大森彦七事」 （岩波日本古典文学大系に拠る）の以下に傍線を施した部分と大体において一致するので、 『太平記』からの引用と見てよかろう。　　
 　
其後四五日ヲ経テ、雨一通降過テ、風冷吹騒ギ、雷時々シ
ケレバ、盛長、 「今夜何様件ノ化物来ヌト覚ユ。遮テ待バヤト思フ也。 」トテ、 中門ニ席皮敷テ冑一縮シ 二所藤ノ大弓ニ中指数抜散シ、鼻膏引テ、化物遅トゾ待懸タル。 （中略）盛長重テ申ケルハ、 「サテ抑先帝ハ何クニ御座候ゾ 又相随奉ル人々何ナル姿ニテ御座ゾ。 」ト問ヘバ、正成答テ云、 「先朝
ハ元来摩醯首羅王ノ所変ニテ御座バ、今還テ欲界ノ六天ニ御座アリ。相順奉ル人人ハ、悉脩羅ノ眷属ト成テ、或時ハ天帝ト戦、或時ハ人間ニ下テ、瞋恚強盛の人ノ心ニ入替ル。 」 「サテ御辺ハ何ナル姿ニテ御座ヌル。 」ト問ヘバ、正 、 「某モ最期ノ悪念ニ被引テ罪障深カリシカバ、今千頭王鬼ト成テ 七頭ノ牛ニ乗レリ。不審アラバ其有様ヲ見セン。 」トテ 続松ヲ十四五同時ニハツト振挙タル、其光ニ付テ虚空ヲ遥ニ向上タレバ、一村立タル雲ノ中ニ、十二人ノ鬼共 御輿 舁捧タリ。其次ニハ兵部卿親王、八龍ニ車ヲ懸テ扈従シ給フ 新田左中将義貞ハ 三千余騎 テ前陣 進ミ、九郎大夫判官義経ハ、混甲数百騎 テ後陣ニ支ラル。其迹ニ能登守教経三百余艘ノ兵船ヲ雲ノ浪ニ推浮ベ給ヘバ、平馬助忠政、赤旗一流差挙テ、是モ後陣ニ罄ヘタリ。又虚空遥ニ サガリテ楠正成湊川ニ 合戦ノ時見シニ些モ不違、紺地錦冑直垂 黒糸ノ冑著テ、頭ノ七アル牛ニゾ乗タリケル。此外保元平治討レシ者共、治承養和ノ争ニ滅シ源平両家 輩、近比元弘建武ニ亡シ兵共、人ニ知レ名ヲ顕ス程ノ者ハ、皆甲冑ヲ帯シ弓箭ヲ携ヘテ、虚空十里許ガ間ニ無透間ゾ ヘタリケル












 　［次第］ ［サシ ［下ゲ歌］ ［上ゲ歌］シテ 登場と詠嘆。晩秋の寂寥を漂わせて憂き身を嘆く女が登場する。
　
３
 　［問答］ ［上ゲ歌］シテ・ キの応対。女は道に迷ったと彦七に案内を頼み、訝しがりつつも女の色香に迷った彦七は歩き倦ねている女に負ぶさることを勧める。
　
４






























が〈葵上〉 （３［次 ］ ）に一致し、 ２［サシ］ ［下ゲ歌］ ［上ゲ歌］は、以下の傍線部が〈紅葉狩〉 （１［サシ］ ［下ゲ歌］ ［上ゲ歌］ ）と一致する。　［




















































であり、 「恐れて忍ふ斗也」 「忍ふもちすり乱れそめ」 「便りに立寄申也」という表現も〈紅葉狩〉で使用されたものである。女の登場と彦七の応対は、 『太平記』では以下のように記さ 、傍線部をほぼそのまま用いていることがわかる。　　
 彦七モ其猿楽ノ衆也ケレバ、様々ノ装束共下人ニ持セテ楽屋ヘ行ケルガ、山頬 細道ヲ直様ニ通ルニ、年ノ程十七八許ナル女房ノ、赤キ袴ニ柳裏ノ五衣著テ 鬢深ク鍛タルガ、指出タ 山端 月ニ映ジテ、只独タヽズミタリ。彦七是ヲ見テ、不覚、斯ル田舎ナド 加様 女房ノ有ベシトハ。何クヨ
リカ来ルラン、又何ナル桟敷ヘカ行ラント見居タレバ、此女房彦七ニ立向ヒテ 「路芝ノ露払ベキ人モナシ。可行方ヲモ誰ニ問ハマシ。 」トテ打シホレタル有様、何ナル荒夷ナリトモ、心ヲ不懸云事非ジ 覚ケレバ（中略）行難タル有様ヲ見テ、 彦七不怺、 「余ニ露モ深ク候ヘバ、 アレマデ負進セ候ハン。 」トテ。前ニ跪タレバ























全く機能していない。前場の情景描写 巧みさが信光の特色だが、 〈大森彦七〉にはそれが認められない。また、 構成の面からも、後場に舞働はあるものの前場での美女 舞がなく、先に推測 た信光作〈盛長〉の要件を満たしていない。　
以上のことから、 〈大森彦七〉は信光作品ではなく、 信光作〈紅






 　［次第］ ［名ノリ］ ［上ゲ歌］ ［着キゼリフ］ツレ・ツレの登場。楠正成の家来が北の方を伴い湊川に赴く。
　
２
 　［問答］ ［文 ツレ・ワキの応対。湊川に庵を構える僧に、二人は身分を明かし、証拠として正成の手紙を見せる。
　












７［ （掛ケ合） ］ ［クリ］ ［サシ］ ［クセ］シテ 物語。僧の勧め
に応じて亡霊は元弘の変から尊氏離反までの戦いを回想する。
　





















 　［次第］ ［名ノリザシ］ ［□］ ［上ゲ歌］前シテの登場。白拍子が推参する。
　
４
 　［問答］ ［問答］ ［問答］ ［上ゲ歌 アイの妨害とワキ・シテの応対。家中の者が白拍子の入場を制止し、彦七に注進する。彦七は一門以外の参加を許さないが、白拍子は詩歌を援用して非を責め、彦七も白拍子の推参を認める。
　
５
 　［□］ ［クリ］ ［サシ］ ［クセ］ テの詠嘆。彦七の命で白拍子は花を詠じ酒を勧める。
　
６















［掛ケ合］ 中 地］正成は彦七に貪瞋痴の三剣で天下を転覆せんとする後醍醐帝の命を伝え 彦七の持つ最後の一剣の献上を迫るが、彦七は拒絶し、攻めかかる正成に怯まず戦いを挑み、その勢いに怖れて正成は虚空に消え去る。
『太平記』に拠る所は、 １［名ノリ］と９以下だが、 すでに見た〈大森彦七〉とは引用の仕方が異なる。まず、 ［名ノリ］では、猿楽 ・田楽ではなく御堂の前 花の下での遊興を行うことを述べ、前シテ白拍子登場の導入部を形成している。９以下では、本説の順を入れ替えて三剣の話を最後に置き、そのまま闘諍の場面へと移行している。また、詞章も本説の要点のみを用い、冗長な引用をしていない。前場に舞事を入れ、後場に闘諍場面を描く点で、想定した信光作の条件を満たしている。　











































と、 〈鐘巻〉 （ 〈道成寺〉の原曲）を彷彿させる表現が認められる。白拍子をシテとしたこと、舞台を御堂としたことは〈鐘巻〉を意識したものであろうか。４［問答］ではワキが「いかに女性、是迄参る事は去事なれ共、今日は一門なら 他人のまじはる事なし急で帰候へ」と白拍子を制止するが、白拍子は「花 本に 貴賤と親疎とを論ぜず」 『和漢朗詠集』にも取られた白楽天の詩句を引いて応酬し、 「いざけふは春の山辺にまじりなむ
　
くれなば
なげの花の陰かは」 （ 『古今集』 春歌下、 素性） と反論する。また、 「折しも頃は春の夜の、朧月夜にしく物も
　
なきにはあらず花筵」と、
「照りもせず曇りもはてぬ春の夜の朧月夜にしくものぞなき」 （ 『新古今集』春上、 大江千里） 用いて文を繋ぎ、 ５［クリ］ ［サシ］ ［クセ］でも春や花を詠んだ和漢の詩歌を巧みに用いて春 風情を描いている。このように前場 情景描写に相応 い詩歌を巧みに取り入れる点、信光 他の作品と共通している。　
後場は、ほぼ『太平記』の内容を用いてテンポよく闘諍の場面




























「 「車屋謡本」新考（三） 」 （ 『能楽研究』一四号、一九八八年三月）
